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「1960年代の黒い演劇」〔皿〕
一その意識と思想一
赤松光雄
　Kemedyの幻想的で前衛的な不条理劇とは対照的にLome　Elder皿の
『黒い老人の儀式』（2幕）‘Ceremonies　in　Dark　Old　Man’（1965）は，リ
アリスティックな手法で黒人街に住む黒人一家の悲劇を描いている。作者は
各地の演劇会議の議長などを勤めている劇作家であり，The　Negro　Ensem－
b1e　Companyに所属する俳優でもあ札この戯曲は，1969年度のピューリ
ッツア賞投票で次点に推され，The　Outer　Critics　Circ1e　Award，Drama
Desk　Awardほか数々の受賞に輝いた。New　YorkのHar1emの貧しい理
髪店が舞台。人物は，50代半ばの怠惰な父，黒人ゆえに操縦士になる夢も破
れ，rハーレムじゃ，仕合せな者はいないさ・・一ぼくはこの世でそんな奇麗
たものたんか見たことがなかったんだ」と云って訳の分らたい醜い抽象画ば
かり描いている長男と，それに次男。一家の働き手は，r7年も散髪屋をし
ながら，ろくにホットドッグも買えやしない」と愚痴をこぽしながらも，健
気に一家を支えている娘。過労がもとでしばらく前に亡くなった母の死後は，
一段と口やかましくなった娘は，家業に身を入れずにチェッカーにうつつを
抜かす父に怒りが爆発し，家族の男たちを前に，2週間のうちに職を探して
こたいと，私は家を出ると宣言する。
　不況下のハーレムで，黒人が職につくのは容易ではない。困り抜いている
ところへ，コーン・ウイスキーの密造・密売から，万引まで手掛けている
「ハーレム植民地化反対協会」といういかがわしい民族運動団体からのばろ
いもうけ話に，男どもは，姉の諌めも耳をかさず，渡りに船とばかり飛びつ
いてしまう。盗みまで働く弟は，その金で兄に誕生日の贈り物をし，父も金
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遣いが荒ぐたり，若い女に惚れて入れ込む仕来。弟が盗みの現場を押えられ，
射殺されたという知らせが兄と姉のもとへ届き，劇はクライマックスを迎え
る。そのあと，女に騎されていたことが分り，やけ酒ををあおって帰って来
た父が，開幕のシーンと同じ恰好で，友人相手にチェッカーをやっている。
もののはずみで初めて勝った。rジエンキソス，お前はおれがチェッカーを
やって勝ったりしたら，その日がおれの生涯で一番不幸な日だなんていった
た・…・・だけど，やっと今日，その日が来たんだぞ一正直いって一ほんと
　　　　　　　（8）にいい気持だ！」と云った途端に，予感に襲われ，さっと階段へ行って振り
向き，「おい，ボビー〔弟の名〕はどこだ？」というせりふで幕が閉じる。
この劇には，白人は一人も登場したい。だが，黒人スラム街のやり切れない
逼塞状況の下での圧迫感がひしひしと観客の胸に伝わってくるであろう。い
かさま黒人運動団体は，白人の人種主義者や市長などを的にした投げ矢を売
ってもうけているが，Harlemを掩う‘白い影’に対する庶民の欝積した憤
りを示している。主要人物の一人ひとりに血が通い，まやかし団体の会長の
性格描写にも神経が行き届いている。
　「3幕の黒い黒い喜劇」という逆説的た副題を添えたCharles　Gordone
（1925一）のr立派な人間になれない所』　（3幕）‘No　Pla㏄To　Be　Some－
body’は，1969年5月，作者の処女作として初めて上演されるや忽ち批評界
の絶賛を浴び，同年Drama　Desk　Awardを受賞し，さらに翌70年，オフ・ブ
ロードウェイの演劇で初の演劇部門ピューリッツア賞を受けた。New　York
市のdowntownで主人公，Johnnyが経営する酒場が舞台。彼は白人権力機
構に抵抗してブラック・パワーを渇望し，自ら黒人マフィアを打ち建てよう
とする過激た思想と，激しい性格の持主である。作家で詩人で歌手という多
才な肌の白い黒人，Gabeが，各幕開けに登場し，巧みなナレーショ1／で劇
の展開を導く。マフィアを夢みるJohnnyは，10年の刑で服役中の詐欺師，
Sweets　Craneを尊敬し，マフィア団を組織する際の指導を心より願ってお
（8〕　Wmiom　Couoh，』r．（e吐）ルω別拙ψ〃舳躬（Louisiana　State　Univ・，1968）p8ges153
～154．
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り，その出所を待ちわびている。ところが出所したSweetsは，余命わずか
半年と医者の宣告を受けていて，昔日の面影はない。その上，Johmyにし
きりに翻意を促がす。rなあ，ジ目二一や，お前は白人熱にかかっているん
だ・・…・チャーリーさん〔白人一般を指す〕のいいところを真似して，人間ら
しく生きることができないんだ。奴の悪いところを真似したんだよ，おれた
ちは。おやじも，又そのおやじもた。悪いチャーリーみたいになろうとして，
人生を無駄に生きてしまったんれいい服を着たり，大きな自動車を買った
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9〕りして。それで余計，奴が憎くなり，自分も憎くなったんだ」最後にSweets
は，白人マフィアと対決したJohmyを助けようとして，殺される。Johnny
自身も，おれたち黒人は白人相手にたたかっとるんだぞと云って，それを否
定するGabeを臆病呼ばわりして，ついに射ち殺されてしまう。
　Johmyの酒場には，売春婦，詐欺師，音楽家，公民権運動の学生，腐敗政
治屋など，さまざまな人物が集まって来るが，Johmyとの関係がもとで白
人女が自殺する事件や，黒人女と白人男との恋など，人種的タブーに絡んだ
サブ・プロットが熱っぽく繰り広げられる。Jo㎞nyの深層意識を代弁し，
予言めいた言葉を吐くMachine　Dogという人物が生彩を放っており，きわ
めて‘黒い’スラングを口にして，黒白問に火花を散らす愛と憎しみ，憤り，
互いの存在から生じる不安感を浮かび上がらせている。Gord㎝eはr‘黒ん
坊’の困ったところは，人種に夢中になり過ぎることだ。完全に白くなりた
がっている奴もいれば，完全に黒くなりたがっている奴もい札しかし黒人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）の経験は黒ばかりでもないし，白人の世界は白ばかりでもない」と云ってい
るが，この戯曲では，過熱した宿命的た黒白関係のなかで生きねばならたい
’困った黒ん坊’の黒人体験を，作者自身がどうにもならない激しい愛憎共
存の響きをこめて描き出している。
　Thomas　Paw1ey（1917一）のKiplingの詩から題名を取った『騒ぎと叫
（9）C11arles　Cordone．ルPb㏄冊此硯π1〃。ψ　lThe　Bobbs　Merri11　Co．，1969〕P呂ge目39－40
｛10）　CMton　F．O，iv．≡r直nd　Stoph舳…o　Sms（eds．）Co〃’㎜ρ血αB屹‘上ル。而。｛Chorles　Sorib－
　　nor　s　Son，　1971〕　page　385．
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び』は，オーソドックスな落着いた作風の戯曲で，背景を南部の田舎町に設
定し，第一次大戦の頃から第二次大戦の終る頃までの約一世代にわたって，
黒人大学に勤める教授とその一家の生活を描いた（黒人演劇で初めての試み
であろう）戯曲であ私著書はVir釦ia州立大学を卒業後，英語・演劇を
教える大学教授で，幾篇かの戯曲を書いているが，自身の体験がこの劇に幾
分織り込まれているようである。冬場の始めに，長男がナレーションで状況
を説明す飢白人商店で差別的な扱いを受ける不快た出来事ののち，教授は
念願のVir釦ia州の黒人大学に職を得るが，キャンパス内に住宅をあてが
われたものの，給料は安い。過重な仕事に疲れ果てて帰宅する夫に，年の若
い妻は不満で，教職員のダ：／ス・パーティに行く，行かぬと，いさかいが起
こる。ある場では，教室で英語の授業をしている教授のもとへ，息子の一人
が妻の四人目の子供のお産を告げにやって来るのだが，熱心な授業ぶりと茶
目っぽい学生とのやりとりが興味深く描かれる。
　大不況に見舞われると，給料は20％も削減され，親思いの長男は家計を助
けようと盗みをして両親に叱られるが，ついに妻も夫に逆らって辛うじて職
を見付ける。欧州で戦端が開かれる項，教授の著作出版への期待は，出版杜
の倒産のために挫折し，加えて二人の息子は，沈滞した田舎町をあとに働き
に行くという。心労が重なり更け込む教授に，追い討ちをかけるように定年
退職が迫ってくる。学校をやめると住宅を空け渡さねばたらず，乏しい年金
ではとても暮らしてゆけたい。生涯を大学に捧げた教授に，他の大学での生
活は考えられず，寂しさと苦しさを酒にまぎらし，妻もめっきりと更ける。
幸か不幸か，南部で黒人である彼には誕生の確かな記録がたく，願い出た一
年の猶予が聞き入れられるが，再度，定年延長を求めて学長と面会をした教
授は，けんもほろろに断わられ乱いよいよ，永年住み慣れたキャンバスか
らの引越しが始まるが，教授は沈み行く船の船長のように，家を離れようと
しない。登場する息子の一人は，子供の頃から病弱で，入院して手術する費
用も満足に支払えたい状態だが，黒人の上，病弱のため人生にかけた望みが
かなわず，自暴自棄に陥り，自殺行為に走飢全体を通じ暗い事件の連続で，
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エピソードが丹念に積み重ねられているが，立体的な劇的構成を欠いている
のが惜しまれる作品である。
　これとは対照的に短い作品であるが，Carol　S．Freeman（1941一　）の
r自殺』（1幕）‘The　Suicide’（ユ968）は，黒人の貧しく苛酷な生活を，象
徴をもって雄弁に表現している。蒸せ返るように暑い南部のアパートの一室，
自殺した主人の棺桶を前にして，訪れた牧師が赤貧のせいで無料のお祈りを
捧げている。壁を隔てて隣人のプレヤーがかなり立てるのに業を煮やした未
亡人が，廊下で隣人と取っ組み合い，刃物で隣人を刺してしま㌔部屋に戻
って来ると，誰かが棺を開けたのか，遺体の顔にはえがうようよとたかって
い私彼女は，誰が開けたのかと，悪態をつきながら警官に引きずられて行
く。牧師は別の警官に向って，rどうか閉めて下さい，お巡りさん，はえ
が……」と叫ぶ。ストーリーも単純だが，観客に見えたい遺体の顔に群がる
はえにくっきりと焦点が定まり，鮮やかに隠愉が残像となって印象づけられ
ている。
　戯曲集“Black　Scenes”の編者でもあるA1ice　Childエess（c1920一）の
r荒野の中のぶどう酒』（1幕）‘Wine　in　the　Wi1demess’は，60年代の
黒人暴動が起こっている最中のNew　YorkのHarlemのアパートが舞台。
部屋を飾る彫刻にも，壁掛けにも，絵画にも，‘黒’の意識が浸透し，世界
の他の有色人への関心も反映しているという独身の中年の黒人画家，Bi11の
一室であ飢題名の‘荒野の中のぶどう酒’はこの画家が取り組んでいる三
枚連作の絵を指している一票く気高い理想のアフリカ女性を中央に描き，
両側に，無邪気で汚れなき少女の像と中央の理想像とは正反対の，無智，粗
野，下品，最も堕落してしまったアメリカの黒人女とを置くというもので，最
後の絵はなかなかモデルが見つからないので白紙のままである。仲仕の老人，
01dtimerが暴動の中で掠奪して来た品を持って訪れ，‘黒い’意識を体現し
たBillから，r革命は掠奪や盗みではない，解放のためだ」と諌められる。
そこへ主人公の友人である作家SOnny－manと社会事業家のその妻Cynthia
が，三枚連作の残った絵のモデルにと，工員のTommyを見つけて連れて来
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る。おしゃべりで，教養のないTommyは，ビルにとって最高のモデルで
あった。なだめすかして，早く絵を描きたいのだが，事情を知らぬTommy
はあれこれ注文をつけて，Billを苛立たせる。たまたまBi11が電話口で，
‘黒いアフリカの王女’の絵の気高さ，美しさを話しているのを耳にしていた
Tommyは，自分のことと感違いして感激し，肝腎のかつらを脱いで，モデ
ルに坐るうとする。Bi11は，もうTommyイメージが違ってしまって焦れ
と製作にかかれない。人間としての素朴で素直た彼女をすっかり気に入り，
絵を描かずに彼女を抱擁してしまう。
　翌朝，01dtmerがTommyに，隠していた事実　　最低の女のモデルだ
とうっかり明かしてしま㌔作家や画家という人種は，自分より高等だと思
っていた愚かしさ。‘nigger’という言葉を使うと，‘Afro－Americ㎜’といい
給えと説教をしたBi11に向い，Tommyは腹の底から‘nigger’と痛罵する。
あんた達は，歴史の中に出てくる人間とか，芸術は理解して尊敬するくせに，
生きて呼吸をしている人間は，憎むのよ。Bi11は翻然と覚った。今まで自分
は心ではなく，頭の中だけで絵を描いていた。立ち去ろうとする　Tommy
を押しとどめ，彼女を中央に据えて，両脇にSomy・man夫妻を配し，新し
い‘ r野の中のぶどう酒’の創作に取り掛ろうとするところで，幕が降り飢
黒人暴動という60年代のセンセーショナルな事件を背景に置いて，作者は似
而非黒人意識を拡大して呈示して見せる。B111，Sonny・man，Cynthlaら知
識人のなかにひそんでいる冷淡，冷酷，打算は，白い中産階級の反映だと
し，ひいては黒人の同化志向に反省を求めているのである。逆に，素朴な
01dtimerやTommyら大衆のなかに本当に人間的なものがあり，真の‘黒’
の精神も内在していると，作者は指摘しているのであ飢時代の行き過ぎた
黒い民族主義にも，強い批判を加えている。この一篇をすぐれた喜劇に仕上
げているのは，登場人物の交すユーモラスた対話，きびきびとした筋の運び
であり，それが人物の価値の意外な逆転を無理なく，説得力あるものにして
いることである。
Peter　DeAndaの『待ち望む婦人たち』（2幕）‘Ladies　inWaiting’（1966）
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は，刑務所の監房の女囚を描いた一篇である。女に異常な関心を見せるレス
のAgrippe，恋人の面影を慕いつづける売春婦のCam㎝，狂信に近いほど信
心深いLorryと，きわめて個性的な黒人女たちの監房に，若くて可愛らし
い白人娘のLawraが仲間入りしたため，さまざまな波紋がひろがる。彼女
は刑務所と病院の待遇改善を叫んでデモをやったという理由で，30日の刑を
申し渡され，‘白い黒ん坊’ときめつけられたのである。したたかな中年女
たちの異常な場における人間関係とセックス，彼女たちと純真で世間知らず
の白人娘との人間関係，意地悪た看守たちとのいさかいなど，正面切って人
種関係を扱った作品ではないが，異常な場の人間関係の一つの実験であり，
作者の基本的な姿勢であるヒューマンな温かみが，白人娘を迎える女囚たち
の扱いに感じ取られ，暗に人種間の協調を訴えてもいる。
　同じような主張をユーモラスなアレゴリーで語る作家に，Doug］assTumer
Ward（1931一）がいる。Hughesを想わせる軽妙た作風をもって現代の
黒人演劇を担う一人であるが，Douglass　Tumerの名でも知られる舞台俳
優であり，SidneyPoitierのあとを引き継いでr日なたの干ぶどう』の主役
Walterを演じた経歴の持主である。自作のrめてだし，めてだし』（1幕）
‘HapPy　Ending’（1966）と，『不在の日』（1幕）‘Day　ofAbsence’（1966）の
二篇の上演の際，St，Marks　P1ayhouseで自ら演技し，1965～66年の脚本と
演技の両分野で，Obie賞に輝いた。rめてだし，めてだし』の舞台のハー
レムの一室は，冷蔵庫，ストーブ，テーブルなど，すべて贅沢な新品調度が
揃った中年の黒人女二人の部屋である。二人が手伝いをしている白人家庭で，
妻の不貞がもとでひびが入り，離婚話が持ち上がっていることを知った二人
が悲嘆にくれている。‘新しい黒人’そのもののようなおいの大学生が訪ね
て来て，白人夫妻への忠節心から泣いていると思い，二人の古さ加減を笑い
出す。ところが，二人の豊かた生活費も，食糧も，衣類も，みんたこの白人
家庭のおこばれか，それともそっと頂戴していたものだと分る。この大学生
の学資も出所は同じ。それを聞いて，おいも一絡になって泣き出した。そこ
へ白人家庭からの電話一和解成立，離婚は取り止めになったという‘ハッ
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ピー・工1／ド’の短い一幕劇であ孔過熱した’黒い’意識に投げかける作
者のアレゴリーは，辛辣であ孔黒白は相互に依存し，否応なく協調せざる
を得ない運命共同体なのである。
Wardがr調剤の幻想劇」と銘打ったr不在の目』は，同じような発想か
ら同じことを今度は白人に訴えるが，こちらは大層た誠刺劇で，同巧のス
トーリーは，William　Melvin　Ke11eyの・」・説，『違った大鼓』‘A　D紐er㎝t
Dmmmeエ’（1962）に見られる。黒人がその人口の半ばを占めるという典型
的た南部の街で，黒人がある夜，ことごとく蒸発してしまうという‘真夏の
夜の夢’である。朝がけだるく明けると，事件を知った街は大騒ぎになる。
市民の間に怒りと欲求不満が渦を巻き，街を支える黒人労働力を奪われて，
生産と商品の流通の機能が停止する。テレビを通じて，白人市民会議とK．K．
K．をもじった‘Counci1C1an’氏がrこれは明らかに策略」とわめけば，
牧師はrブウードゥー教呪術師の仕業じゃ，ブウードゥー教の」ときめつけ，
市長は，脅迫と哀訴こもごも，黒人の速やかな帰還を訴える。大統領から一
等災害地の認定がくだり，連邦兵が現地に向うことにな私ところが天変地
異はそれっきり，一夜明けると，何処からか，黒人は何気ない顔をして，み
んなすっかり元通り。どうしたと聞いても，知りませんという。
　幻想の効果を高めるため，殆んど大道具も小道具も使わないで，小道具は
ジェスチャーで代用し，従ってシーンの転換や劇のテンポは容易になり，街
頭，商店，家庭，電話局，放送局だとのシーンが目まぐるしく移り変っては，
白人たちの狼狽ぶりが描写されてゆ㍍殆んどの登場人物は白人であるが，
作者は，俳優は全部黒人とし，メーキャップで顔を白く塗るよう指定する。
滑稽感を盛り上げる’黒いミンストレル・ショー’の喜劇である。他の作家
の戯曲にも，人種統合が進んでいたい現実を逆手にとって，こうした効果が
しばしば狙われる。但し書きの中で，作者はもし白人が演じる時は，真剣な
悲劇として演ずると，より効果が上がるといっているが，これはきびしい皮
肉である。
　次に音楽劇に目を転じよう。ミュージカルの名にふさわしい大作は，Loft㎝
（82）
Mitche11のr朝の星一バート・ウイリアムズの生活の情景』（2幕）‘A
Star　of　the　Moming－Scenes　in　the　Life　of　Bert　W11iams’（1965）で
あろう。ミュージカル史に残るボードビリアンのBert　Williamsを，19世紀
の終り頃のSan　Franciscoの裏ぶれた安酒場を流し歩く若い時代から，コ
ンビのWalkerを見出して旅回りをするうち，舞台上の’ニグロ・ルネッサ
ンス’に貢献した興行主，JessieShipPに拾われ徐々にスターダムに登竜
し，1907年，華やかにブロードウニイのフォリーズの舞台を踏むまでを，実
録に沿って描いている。全19場のシーンにたっぶりと歌と踊りを盛り込んだ
楽しい一篇であるが，r彼岸の土地』に見せた作者の人種差別に対する姿
勢との共通点を，主人公Bertが，顔にすみを塗る伝統的なミンストレルに
反対し，自らを大衆芸人，特に黒人大衆の芸人であるとの誇りを持ち，ひ
いては，ブロードウェイの人種差別に憤慨して，興行主とたもとを分ち，
HarIemの舞台へと帰って行くという描き方に見せている。このほか，Mit・
che11eは，‘Jamaica　Farewe11，’‘Island　in　the　Sm’の作曲家，Irving
Burgieの協力を得て，ミュージカルrビムシヤーの歌』（2幕）‘Ballad　for
Bimshire’（1968）を出版しているが，Barbadosで生長する娘を主人公に選
んだ一篇である。
　Langston　Hughesには，前述のrジェリコージム・クロウ』のほか，r喜
劇のタンボリソ』（3幕）‘Tambourines　to　Gloエy’（1963）〔拙稿r最近の
アメリカ黒人文学」r外大論叢」第16巻6号参照〕があり，この福音歌をテ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴスペル・ソング
ーマにした劇は，先に戯曲が，次に同じ題の小説が書かれ，再度戯曲に書き
直されている。Hughesには何かの形で書き直した作品が多いが，南部の人
種問題を扱った30年代の黒人劇の傑作r混血児』（3幕）‘Mulatto’（1935）
〔拙稿「ラ1／グストソ・ヒューズの戯曲」r外人諭叢」第15巻5号参照〕を
福音歌のミュージカルr放蕩息子』　（1幕）‘The　Prodigal　Son’（1967）に
コスヘル・’’シグ
仕上げている。さらに，黒人解放の歴史的な歩みを自作の詩と，黒人霊歌，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニク］・スピーチュアル
福音歌，ブルース，抗議歌をちりばめてつづったr自由になりたくはないか
ゴスペル・ソング　　　　　　　フー］丁スト・ソング
？』（1幕）‘D㎝’t　YouWant　ToBeF工ee？’（1938）は，1937年，Ha工1em
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Suitcase　Theaterの結成時に，始めて舞台化された劇で，当時記録破りの
135回め上演を誇ったが，以来時代に即応するよう幾度も加筆されてきた。
最後の改定版（6度目の1963年版）によると，マッカーシズムの赤狩りや，
公民権運動などが織り込まれた今日的な戯曲となっている。
　Va1Ferdinand（Kalamu　Ya　Salaam）（1947一　）の　『ブラック・ラブ・
ソング．Nα1』（1幕）‘Blk　Love　Song＃1’（1969）は，公民権運動の
推進と黒人文化の創造を目標に，南部の地方を巡回して実績を重ねたThe
Free　Southem　Tbeater所属の劇作家の一人である作者が，同劇団のレパー
トリーの一篇にと，書き下ろした戯曲である。作者は自身の創作の立場を
r強力な黒い国家を建設しようとする解放のための闘いに貢献する‘黒い’
　　　　　　　（1I）芸術家と考える」と云っているが，この発言はTheFr㏄SouthemTheatel
の主張であるとともに，Amiri　Bar吐aが1965年に結成した黒い芸術運動の
劇団，Black　Arts　Repertory　Theatre　and　Schoo1（本稿86べ一ジ参照）と
同一線上にあ乱全篇が韻文と歌で構成され，アフロ・アメリカ人としての
identityを追求した戯曲であ私‘アフリカの種子’は，新世界アメリカの地
獄へと放り込まれ，黒人は鞭打たれ，せり売り台に立たされ，女を奪われ，
樹に縛られ焼かれ，逃亡して北極星を追った。登場した白人男女が，彼らの
目には’ニガー’としか映らない黒人男女を誘惑しようとする。ここアメリ
カにわが家は見つからないから，‘アフリカの種子’から黒い国家を開花さ
　　ホーム
せねばならない。理想を説く人物‘Black　M㎜’と‘Black　Woman’が登場し
新しい時代の到来を告げ，実践による奴隷的身分からの脱却を訴え飢これ
という際立ったストーリーはなく，作者は卑俗な，時には隈雑た民衆の言葉
によって，血と汗と泥にまみれた‘古きニグロ像’を刻み上げている。
　人種統合をテーマにした‘抗議’のミュージカル，r飛べ，黒鳥よ』　（2
　　　　　　　　　　　　プロテスト
幕）‘Fly　B1ackbird’（1960）は，Los　Angelesの街の歴史やそのトピカルな
問題を扱った，特異なミュージカル・レビューなどを脚本にしているC．
｛11）　j．V．Hotch　（e礼〕3bo＾〃。刎〃σ∫∠．　（TIlo　Ree　Press－1974〕page866．
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Bemard　Jackson（1927一　）と，アメリカ黒人演劇の大都なアンソロジー，
“Black　Theater　U．S．A．”の編者，James　V．Hatch（1928一　）の合作であ
る。Los　Angelesの街頭，5セント・10セント・ストアの前で，南部の‘坐
り込み’運動を支援し，公民権を要求するプラカードを掲げ，ピケをはる若
い人たちの物語りである。地面に押えつけられるのはもう沢山，空高く舞い
上がりたいと切望するr黒　鳥」団のリーダー格は，頭の良い，歌のうまい
　　　　　　　　　　ブラック・バード
Car玉。彼が見染める娘，Josieの父は有名な黒人歌手であるが，‘アンクル・ト
ム’の彼は体制側の手足となってスターを夢みるCarIを懐柔しようとする。
一時は運動も仲間も棄てて，華やかな舞台に立とうとするCarlは，弱され
ていたことを知って，父のもとを離れ彼のあとを追って来たJosieと共に，
投獄も辞さぬ決意をもって再び運動に馳せ参じる。
　メイン・プロットの進行の合間に挿入された図書館（黒人を‘黒ん坊’の
地位にとどめる宣伝機関の役割を果たそうとしている）のシーンで，デモ攻
勢に嫌気がさし転勤を望む白人のBrownが，司書の婦人のBrownと共通の
姓のルーツを探っていると，思いもかげず家系に黒人の血が混っている本当
の‘brown’であることを発見し，途方に暮れる。差別の愚かしさが巧みに
戯画化されたシーンである。Carlが白人の医師から‘恋の秘薬’を飲まされ，
夢みたスターどころではない‘黒ん坊’役の端役になって登場する幻想の劇
中劇は，このミュージカルの最大の見せ場で，筋の上でCar1の運動への復
帰を支える鍵であるが，同時にハリウッド及びブロードウェイの歴史的た黒
人差別への諏刺がこめられている。さらに，太平洋戦争で強制収容所に収容
されたことがあるという二世の日系アメリカ人が登場して，ピケに加わり二
度投獄される。作者は少々中国人と区別のつかない日本人に描いているもの
の，共感をもって扱ってい机本篇は1960年版によったが，‘坐り込み’運
動が始まった一周年を記念して，Los　Ange1esのMetm劇場で上演され，
翌62年にかたり書き改められて，New　York市で上演，61～62年度のObie
賞を受賞した。
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　アメリカの演劇運動の主導権は，先に述べたように，1950年代に，商業主
義に毒されたアメリカ演劇のメッカ，ブロードウェイから，オフ・ブロード
ウェイの劇場に移り，さらにオフ・ブロードウェイも徐々にブロードウェイ
化の傾向を見せると，オフ・オフ・ブロードウェイの運動どたり，新しい時
代を迎えるに至った。従来の劇場のみならず，教会や，映画館や，倉庫を改
造した小劇場までが，演劇運動の創造の場を提供することにたる。ブロード
ウェイの劇場てば，伝統的に人種差別の壁は厚く，黒人観客が廊下，立見席
以外の席を買えるようになったのは，ようやく1950年代に入ってからのこと
であり，先にBert　Williamsの例をあげたが，檜舞台を踏む黒人俳優もごく
少数の恵まれた人たちに限られていた。同様に，黒人作家の戯曲がその舞台
に載ることも少なく，HughesやHansbenyの戯曲は，その数少ない例に
数えられる。
　1950年代から60年代にかけて，人種統合が叫ばれ，脚本と演技の両分野で，
ブロードウェイがしぶしぶ黒人の進出にその狭い門を開こうとしたやさき，
黒人解放運動に触発された民族意識の高まりは，新しい文化の創造を目指す
演劇運動を呼び起こすことになった。統合は形式的た‘tok㎝ism’の状態で
進められていたが，もはやブロードウェイに迎合することを潔しとせず，そ
の舞台に背を向け，新しい可解性を追求しようとする‘プラック・シアター
の運動が起こる。黒人の地域社会で黒人自身の劇場・劇団を持つことの重要
性が，劇作家，俳優，評論家の間でしきりに強調された。New　Yorkの
Harlemでは，1958年に20人の俳優がManhattan　Art　Theatreを結成しよ
うとしたのは，その先駆的な現象である（Hughesは自作の『ハイチの皇帝』
を第一回上演の脚本として贈呈している）。それから7年を経た65年には，
黒い文化革命を主唱するImamu　Amiri　Barakaをリーダーとする黒人芸術
家たちが，Harlemの目抜き通りL㎝ox　AvemeにBlackArtsRepertory
Theatre　and　Schoolを開設する。『ダッチマン』を始め，幾つかの劇を上
演し，ほかに文化運動の一端として，詩の朗読会やコンサートを開いた。惜
しむらくは，体制側の厳しい攻勢と，劇団員の内部対立が原因となって，僅
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か3ヵ月の短命をもって解散したものの，この試みが起爆薬にたり，黒人芸
術創造の運動は，東部ばかりでたく，西海岸や南部の黒人街，黒人大学のキ
ャンパスで展開され，黒人劇の上演，黒人劇のシンポジウムや討論会，研究
会などが次々と開かれるようにたった。
　当時，NewYorkで黒人劇を上演する常設の劇場・劇団として知られてい
たのは，HarIemでは元映画館を改造していたThe　New　Lafayette　Theatre，
downtownのLower　East　SideのSt．Marks　Playhouse（観客の4分の工
から半分位が黒人）を根城にしたThe　Negf0EnseInbIe　Company，それに
黒白混合の劇団員で構成されたdowntownのGreenwich　Mews　Theatre
たどであった。
　黒人劇の演じられる劇場は，概して小さくて，観客も比較的少なく，観客
層も黒人街の劇場では殆んど黒人によって占められるが，黒人街でない場
合は人種混合となり，例えば70年代に入って，　ミュージカルr干ぶどう』
’Raisin’がNew　Yorkのdowntownで開幕した時には，観客の人種構成
はほば相半ばした。黒人作家がf乍品を書いて生計を立てるのは，大きな困難
が伴うが，とりわけ戯曲の世界では，職業的に自立することは難かしい。そ
れ故，悪条件の下にある若い劇作家の卵たちは，昼間労働につきながら，夜
は執筆に向う場合も少なくない。著名な劇作家の0ssie　Davisは，俳優の
身分のほか，公民権運動家，アパート管理人，日曜学校教師，鉛管工という
肩書きがつき，これだけである程度彼らの生活が偲ばれよう。
　Davis以外にも，E1deT，Wardなど，劇作家が舞台俳優を兼ねている場
合が多い。彼らは劇作家を志しながら，舞台俳優の体験を積んだことにより，
肌で学んだ作劇術を脚本に充分生かしているようだが，観客の心を楽しませ
るツボを押えているという共通性を持っている。
　脚本がたとえ上演されたとしても，戯曲として出版されるとは限らたい。
戯曲の出版は，脚本の上演数に比べると遥かに少なくたる。60年代に一体ど
れほどの黒人の戯曲がアメリカで出版されたのか？　“B1ack　Playwrights”
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によると，1950年から54年までに34篇，55年から59年にかけて29篇が数えら
れ，60年代に入って，64年までには，41篇と漸増の傾向を見せ，翌年から急
カーブを描いて増加し，65年24篇，66年32篇，67年42篇，68年65篇，69年89
　　　　　　　（12）篇となっている。
　登場人物の人種別を60年代に出版された戯曲のうち逃れるもののみを拾っ
てみると，黒人だけが登場する戯曲は88篇（うち7篇は黒人1人のみ），黒
人と白人両方が現われる戯曲86篇とほぼ同数に達している。ただし厳密た意
味で，この分類は厄介で，例えば前述のr不在の日』などは，〃αC后〃αナ
〃妙f∫によると，は黒人が白人役を演じるということで，黒人のみが演じ
る劇に入れている。これに対して，人種の指定がたいか，或いは黒白の何れ
でも可であるか，それとも何れとも受取れる‘非人種’劇は僅かに16篇と少
なくなり，白人ばかりが登場する劇は3篇ときわめて少数にたっている。黒
人劇の人種的性格を物語る数字である。
　経済的た理由や，劇場の狭さ，テレビの影響等，種々の要因から，上演時
間や幕数は短くなる趨勢にあ札60年代の黒人戯曲中，1幕物は165篇，（う
ち6篇は長時間のエ幕である），2幕は24篤，3幕は33篇，4幕2篇であり，
1幕劇が全体に占める割合は，74％を占めている。これは50年代に出版され
た1幕劇が同年代の黒人戯曲全体に占める比率の65％に比べると，一段と短
くなる傾向を物語っている。この傾向は一つには作劇術の進歩にもよるが，
劇の手法や表現にも影響を及ぼし，舞台装置や照明や衣装だとの扱いも，ま
すます実験的，前衛的になり，大道具，小道具は，シンボリズム，ジェスチ
ャーをもって当てるという試みも増えてきている。
　1960年代の黒人演劇は，主として黒人夫衆の教化・啓蒙という犬きな役割
を担って，公民権運動から民族主義運動に至る黒人解放運動の多様な様相や
（12）　捌。c止P’o∫〃ψ崎　　1823－1977，一冊皿刎。蛇d　B北肋8r叩伽。∫Phγ田，　（R．R．Bowkor　Co．，19
77〕より、単行本、アンソロジー、その他の形で出版された戯曲に限り、判明し得るもののみ
より。以下本文の分類は同春より作成。ただし本書に洩れている作品も少なくないようで、実
際は本文の数をかなり上回る。
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局面を舞台に反映させてい机そしてその理念や主張を観客に訴えて，運動
への理解を促がし，連帯への手を差しのべている作品が少なくない。だがそ
の一方では，運動そのものの反省や批判とともに，黒人運動が目標としてい
た自由と平等に基づく人種統合の‘夢’についても，劇作家たちは，真剣に
考察を加え始めた。人種統合が，果たして黒人の真の民族的・人聞的解放に
導くものかどうか？　この疑問は，必然的にアメリカ社会の再定義を必要と
することにな孔かくして，社会から疎外されて来たアウトサイダーの視点
から，距離をへだてて，自己のidentityとのかかわりにおいて，見詰められ
たアメリカ社会が，黒人劇の舞台に表現されることになっ㍍
　Baraka，Bu11insを代表とする一群の劇f乍家たちは，使い古され，世俗のあ
かにまみれた慣習の言葉を捨てて，卑語や俗語に新しい衝撃的で，強烈た意
味を込めた‘黒い’用語をもって，アメリカの社会的・文化的た価値と権威
に挑戦し，それを打破しようとする。彼らの抵抗は，そうしたアメリカ社会
がこれまで強要してきた偽りのid㎝批yである’ニガー’像や，さらには
‘ニグロ’像と対決し，その像の呪縛から完全に自身を絶ち切ろうとする努力
が，‘黒い力’‘黒い美’のスローガンの下にあった時代の演劇活動に際立っ
ている。
　新しい‘黒人像’は，J．O．Ki11㎝sが云ったように「青白い生活の主流の
中に幾滴かの黒い血を，幾ぱくかの黒い知性を注入しよう」とする姿勢を持
つ故に，黒人のアメリカ社会への完全な一部化，‘白い’中産階級化の‘同化’
には反蟻し，‘統合’するとしても，民族的た完全さを保有したままの姿で
の，‘統合’でなくてはならないと考え机この時代の多くの作品がそのこ
とを物語っているが，劇作家たちの筆が，黒人運動の指導者層にきびしい批
判の目を浴びせるのも，‘離反’傾向の指導者が喝采を受けるのも，一つに
は，その反映であろう。
　‘黒い’自己の正しいidentityは，過去の虐げられてきた自己の歴史的体
験の中に求められた。この時期に歴史劇（例えば歴史と諏刺といった両方
のジャンルにまたがる作品はどちらにも数えている，以下同じ）に分類され
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る戯曲は20篇に上っているが，歪曲されてきたアメリカ史のなかから，奴隷
反乱の指導者や民族の英雄が，新しく見直されて登場する。さらには，奴隷
船の彼方のアフリカに目をやり，西欧的なもののカウンター・バリューとし
てのア7リガの文化と伝統に，アフロ・アフリカ人の自己への投影を見よう
とする。これは自らを被圧迫者の立場に置くことにたり，第三世界の人びと
に対する関心と共感が呼び配される結果とたる。
　過去の歴史に自己を探る過程で，黒人音楽が貴重な民族的資産として高い
評価を受けることになった。60年代の戯曲のうち，16篇が音楽劇である。し
かしこれ以外に，黒人霊歌，福　音　歌，ブルース，抗議歌だと使用した劇
　　　　　　ニグロ・スピ，ナユ了ルコスペル・ソング　　　　　　　　プ］テスト‘ソング
は，枚挙にいとまがなく，黒人音楽を除外すれば，黒人劇は成立したいと
云っても過言ではない。同じように，アフリカの歌と踊りも，黒人劇の
id㎝tityを支えるとともに，その舞台を華やかに彩る役割を果たしている。
　歴史劇や音楽劇と並んで，喜劇の分野に入る戯曲が多いことに注目せざる
を得ない。この時期の悲劇が僅か6篇に対し，書風刺劇は11篇，喜劇は24篇の
多数に達している。差別に直面しても，従来の作品にしばしば見られたよう
に，白人の慈悲心に訴える哀願の調子は姿を消し，或いは逆に悲憤膝慨する
作品も少なくなっている。差別する姿の滑稽さや，不合理さを，辛辣た諏刺
の笑いや，握ることのたい嗅笑をもって応じるのである。‘泣かないために
笑おう’とした昔の道化師は，むしろ対象として描く白人を権威の座から
道化の立場へと，転換させている。時代的な推移を感じざるを得ないが，こ
うした笑いは，作品そのものをより高い次元に引き上げることに成功してい
る。いままで黒人文学の主流を占めてきた‘抗議’文学のジャンルに入る戯
曲は，11篇と減少している。一つには，‘白いアメリカとの対話を断ち切り，’
‘できるかぎり自身の民族にのみ語りかけ’ようとしたこの時期の演劇の性格
にもよるのであろう。
　だがこうした笑いの感性にもかかわらず，時代の激しい民族意識の高まり
は，ともすれば激越た調子の白人憎悪と結びついたことも否めない事実であ
る。概してこれらの作品は，文学的抑制に欠け，Barakaほか少数の作家の
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作品を除いては，見るべきものは少ない。白人への憎悪は，自己への憎しみ
や恐怖となってはね返って人物をゆすぶることはない。作品によっては，対
白人への極端な愛と憎しみの相反する感情が絡み合って，人物は破滅の淵
へと導かれる。‘growth’を以て増しみ・を制すべしと唱えたのはChester
Himes一であったが，黒白を隔てる壁よりも，結ばれた宿命のきづなを強め
るべしとして，‘分離’傾向に警告を与える作品の存在にも注目せざるを得
ない。
　一方では，こうした民族の将来の方向や，イデオロギーや，解放運動など
と直接かかわらずに，人間とその生活のさまざまた状況の文学的真実を，地
道に描こうとする作品も，決して少なくはない。人間心理をその深層に掘り
当てようと試みる作品も含めて，黒人劇は多様た表現をもって，次の時代の
新しい創造へと受け継がれてゆくのである。
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